
渡
邊
正
氏
は
、
通
称
は
直
士
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
東
京
神
田
の
生
れ
で
、
ち

ゃ
き
ち
ゃ
き
の
江
戸
っ
子
で
あ
る
。
商
家
の
腕
白
坊
主
と
し
て
長
じ
、
厳
格
な
祖
父

君
の
薫
陶
を
得
た
。
東
京
開
成
中
学
校
第
四
学
年
か
ら
陸
軍
士
官
学
校
に
入
校
し
（
第

四
十
九
期
生
）
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
卒
業
、
原
隊
は
歩
兵
第
一
聯
隊
（
当

時
北
満
孫
呉
に
駐
在
）
で
あ
っ
た
。
初
年
兵
教
育
に
従
事
し
て
い
た
が
、
折
か
ら
支
那

事
変
の
勃
発
に
伴
い
教
え
子
で
あ
る
部
下
を
率
い
て
北
支
戦
線
に
出
動
し
た
。
張
家

口
攻
略
に
際
し
永
定
河
上
流
の
渡
河
作
戦
に
戦
功
を
立
て
功
五
級
に
叙
せ
ら
れ
て
い

る
。 そ

の
後
太
原
の
戦
闘
で
負
傷
、
ま
た
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
で
は
中
隊
長
と
し
て
参
戦
、
次
い
で
昭
和
十
六
年
か
ら
同
十
八
年
ま
で
（
一
九
四

一
～
一
九
四
三
）
陸
軍
予
科
士
官
学
校
区
隊
長
と
し
て
五
十
六
期
、
五
十
七
期
、
五
十

八
期
の
士
官
候
補
生
の
訓
育
に
携
っ
た
。
戦
地
帰
り
の
古
参
区
隊
長
と
い
う
特
異
の

存
在
で
、
訓
練
は
厳
し
か
っ
た
が
、
そ
の
反
面
激
し
い
演
習
の
間
に
助
教
の
下
士
官

に
ト
マ
ト
を
用
意
さ
せ
て
候
補
生
に
振
舞
う
な
ど
、
人
情
味
に
溢
れ
る
「
区
ス
ケ
」

で
あ
っ
た
。 

北
支
那
方
面
軍
参
謀
部
に
転
出
し
た
後
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
難
関
の
陸
軍

大
学
校
に
入
校
（
第
五
十
九
期
生
）
、
同
十
九
（
一
九
四
四
）
年
五
月
に
卒
業
し
て
、

直
ち
に
参
謀
本
部
参
謀
、
大
本
営
参
謀
（
第
二
部
）
に
補
せ
ら
れ
た
。 

 
渡
邊
正
氏
の
略
歴
と
人
柄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

あ
と
が
き 

参
謀
本
部
第
二
部
は
情
報
担
当
で
、
部
長
は
奇
し
く
も
北
支
那
方
面
軍
参
謀
副
長

か
ら
転
補
し
た
有
末
精
三
中
将
で
あ
っ
た
。
渡
邊
参
謀
は
第
二
部
内
で
第
七
課
、
第

六
課
と
移
り
、
そ
の
後
主
と
し
て
第
四
班
に
お
い
て
、
情
報
に
関
す
る
総
合
情
勢
判

断
、
兵
要
地
誌
、
お
よ
び
陸
地
測
量
部
の
管
轄
を
担
当
し
、
終
戦
に
よ
り
昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）
年
十
月
に
参
謀
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
勤
務
し
た
。 

参
謀
本
部
時
代
に
お
け
る
渡
邊
参
謀
の
業
績
は
、
総
説
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一

に
大
東
亜
戦
争
末
期
に
本
土
決
戦
に
備
え
て
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
を
組
織
し
、
我

が
国
地
理
学
者
の
総
力
を
結
集
し
て
兵
要
地
理
に
関
す
る
資
料
を
作
成
し
た
こ
と
、

第
二
に
、
終
戦
に
伴
う
陸
地
測
量
部
の
処
理
に
関
し
て
、
平
時
の
官
庁
に
再
編
成
す

る
こ
と
を
意
見
具
申
す
る
と
共
に
、
自
ら
陸
軍
（
参
謀
本
部
お
よ
び
陸
軍
省
）
と
内
務

省
と
の
間
の
折
衝
に
携
り
、
二
週
間
と
い
う
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
、
内
務
省
地

理
調
査
所
と
し
て
再
発
足
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
何
れ
も
崇
高
な
愛
国
心
、

強
固
な
責
任
感
、
透
徹
し
た
洞
察
力
、
そ
し
て
余
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
行
動
力
な
く

し
て
は
為
し
得
な
い
事
柄
で
あ
る
。 

終
戦
直
後
に
進
駐
軍
の
要
請
で
行
わ
れ
た
、
松
本
に
疎
開
中
の
陸
地
測
量
部
の
視

察
に
随
行
し
た
と
き
の
状
況
は
、
信
濃
毎
日
新
聞
の
「
地
理
調
査
所
物
語
」
の
記
事

に
詳
し
い
が
、
正
に
渡
邊
参
謀
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
と
き
同
行
し

た
進
駐
軍
将
士
の
信
頼
を
得
て
、
親
し
い
交
友
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
特
に

信
濃
毎
日
新
聞
の
取
材
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
当
時
、
渡

邊
氏
は
梓
村
村
長
の
好
意
に
よ
り
ご
両
親
ご
家
族
を
同
地
に
疎
開
さ
せ
て
お
り
、
地

元
に
深
い
恩
義
を
感
じ
て
い
る
か
ら
と
い
う
。 

戦
後
の
渡
邊
正
氏
は
、
第
一
復
員
省
に
お
い
て
終
戦
処
理
を
担
当
し
、
米
軍
と
の

折
衝
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
予
て
よ
り
の
念
願
と
し
て
兵
要
地
理
調
査
要
領
を
ま

と
め
る
な
ど
の
総
括
を
試
み
て
い
る
。 

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
渡
邊
氏
は
海
外
に
在
住
し
て
い
た
測
量
関
係
者
の
復
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次
に
特
筆
し
た
い
の
は
、
渡
邊
正
氏
は
終
戦
に
際
し
て
直
面
し
た
陸
地
測
量
部
の

処
理
と
内
務
省
地
理
調
査
所
の
設
立
に
心
血
を
注
い
だ
が
、
地
理
調
査
所
の
設
立
後

は
、
一
度
た
り
と
も
同
所
を
訪
れ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
時

の
官
庁
と
し
て
発
足
し
た
以
上
、
旧
軍
人
が
口
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
氏
の

信
念
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
は
終
戦
後
取
り
あ
え
ず
必
要
と
判
断
し

て
保
存
し
た
資
料
の
寄
託
先
と
し
て
、
国
土
地
理
院
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
氏
の
「
地
理
調
査
所
」
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

筆
者
が
勧
め
て
、
つ
く
ば
市
の
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
に
同
道
を
願
い
、
当
時
の

星
埜
由
尚
院
長
を
表
敬
し
た
の
は
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ

り
、
実
に
終
戦
後
五
十
八
年
の
歳
月
を
経
て
い
た
。
国
土
地
理
院
の
発
展
振
り
を
目

の
当
り
に
し
て
、
氏
は
非
常
に
喜
ば
れ
た
。 

現
在
で
は
、
ア
ジ
ア
同
友
会
会
長
、
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ

ー
評
議
員
な
ど
と
し
て
、
長
年
に
亙
る
内
外
の
人
脈
を
通
じ
て
培
っ
た
信
頼
関
係
を

生
か
し
て
、
国
際
的
な
活
動
を
含
む
実
に
多
方
面
の
活
動
を
精
力
的
に
続
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
己
を
誇
示
す
る
こ
と
の
な
い
人
柄
の
た
め
に
、
同
期
生
の

間
で
も
氏
の
活
躍
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
著
書
に
は
数
々
の
貴
重
な
情
報
資

料
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
刊
行
物
と
し
て
「
東
南
ア
ジ
ア
要
覧
（
年
報
）
」
が
あ
り

靖
国
偕
行
文
庫
に
寄
附
さ
れ
た
。 

員
援
護
と
処
遇
の
た
め
、
日
本
開
発
測
量
株
式
会
社
を
設
立
し
て
社
長
に
就
任
、
ま

た
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
調
査
会
（
後
に
社
団
法
人
と
な
る
）

の
設
立
に
尽
力
し
、
爾
来
内
閣
調
査
室
（
現
内
閣
情
報
調
査
室
）
の
外
郭
機
関
と
し
て

長
期
に
亙
り
同
会
を
統
率
し
活
動
を
行
っ
た
。 

こ
こ
で
今
回
渡
邊
氏
の
保
存
資
料
を
外
邦
図
研
究
会
が
複
製
公
開
す
る
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

本
来
「
渡
邊
正
氏
資
料
」
は
兵
要
地
理
お
よ
び
地
誌
関
係
の
記
録
資
料
と
し
て
、

終
戦
後
渡
邊
正
氏
が
将
来
を
予
期
し
て
保
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
整
理

お
よ
び
寄
託
先
に
つ
い
て
、
同
氏
の
相
談
を
受
け
た
の
が
高
木
勲
氏
で
あ
っ
た
。
高

木
勲
氏
は
陸
上
自
衛
隊
で
地
誌
を
担
当
し
て
い
た
経
歴
が
あ
り
、
ま
た
陸
軍
士
官
学

校
卒
業
生
で
（
第
五
十
八
期
生
）
渡
邊
正
氏
の
後
輩
に
当
る
。
そ
し
て
資
料
の
寄
託
先

の
関
係
か
ら
高
木
勲
氏
の
相
談
を
受
け
た
の
が
筆
者
（
金
窪
敏
知
）
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
一
貫
し
て
建
設
省
国
土
地
理
院
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
ち
、
高
木
勲
氏
と
は
業
務

を
通
じ
て
親
交
が
あ
っ
た
。
加
え
て
筆
者
は
終
戦
時
に
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
生
徒
で

あ
り
（
第
四
十
八
期
生
、
陸
軍
士
官
学
校
で
は
第
六
十
三
期
生
相
当
と
な
る
）
、
こ
の
よ

う
な
関
係
か
ら
筆
者
も
積
極
的
に
渡
邊
正
氏
資
料
の
整
理
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 平

成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
八
月
に
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
日
本
国
際
地
図
学
会
の
地

方
大
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
、
外
邦
図
研
究
会
の
研
究
代
表
者
で
あ
る
小

林
茂
教
授
が
こ
れ
ま
で
の
外
邦
図
研
究
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
発
表
し
た
際
の
質

疑
で
、
筆
者
は
渡
邊
正
氏
資
料
に
つ
い
て
紹
介
を
し
た
。
そ
れ
は
同
資
料
の
な
か
で
、

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
に
參
謀
本
部
の
主
宰
で
開
催
さ
れ
た
兵
要
地
理
調
査
研
究

会
の
存
在
が
、
終
戦
後
に
外
邦
図
が
大
学
・
研
究
所
等
に
広
く
頒
布
さ
れ
た
こ
と
に

影
響
し
た
に
違
い
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
渡
邊
正
氏
と
外
邦
図
研
究
会
と
の
間
に
接
点
が
生
じ
た
。
平

成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
十
一
月
八
日
（
土
）
駒
沢
大
学
で
開
か
れ
た
第
四
回
外
邦
図

研
究
会
研
究
集
会
で
は
、
終
戦
前
後
の
状
況
に
関
し
て
同
氏
に
よ
る
招
待
講
演
が
行

わ
れ
た
。 
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外
邦
図
研
究
会
の
研
究
代
表
者
側
で
は
、
研
究
者
の
便
宜
の
為
に
渡
邊
正
氏
資
料

の
複
製
公
開
を
企
図
し
、
そ
の
旨
を
同
氏
に
懇
請
し
た
。
氏
は
個
人
的
に
密
か
に
保

管
し
て
い
た
資
料
で
あ
り
公
開
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、
当
初

は
承
諾
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
内
容
的
に
差
支
え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
資
料
に
限
り
公

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
資
料
の
選
別
に
当
っ
て
は
、
渡
邊
正
氏
は
全
て
の
資
料
に

目
を
通
し
て
自
ら
公
開
の
是
非
を
決
定
し
た
。
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
氏
の

信
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

総
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
渡
邊
正
氏
資
料
は
、
外
邦
図
の
研
究
者
に
と
っ
て
背
景

事
情
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
第
一
級
資
料
で
あ
る
。
広
く
意
義
深
く
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。 

 

（
金
窪
敏
知
） 

    


